
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ペアに自分の考えを説明 

≪生徒の実態≫ 【課題】 

・授業にやや受け身な生徒 

・既習の知識を活用できず自分で考えるのを諦めてしまう生徒 

・自分で考えられていても、自信が持てず発表できない生徒 

≪生徒の実態≫ 【長所】 

・授業態度は真面目な生徒 

・男女仲良く、お互いを認め合える

生徒 

① ３段階グループに分けた習熟度別ペア学習の設定 

② 習熟度別ペア学習に応じた支援 

実践１ １年 正負の数 

「どうすれば簡単に、 

身長の平均を求められるか説明しよう！」 

実践２ １年 方程式 

「数値に気を付けながら、 

文章問題をつくってみよう！」 

ペ
ア
で
協
力
し
て
問
題
を
つ
く
る 

新たな視点を

全体で共有 

既習のﾜｰｸｼｰﾄで確認(手立て②) 

基準を

150で計

算したよ 

Ｅを基準にすると、

和がﾏｲﾅｽになるけ

ど、これでも同じく

求められるな 

○その課題の習熟度の近い生徒同士でペアを組んだことで、気兼ねなく相談し教え合うことができ、 

どのグループにおいても主体的に課題を解決する姿が多く見られた。 

○習熟度の近い生徒のグループの席を近くに集めたため、「少し心配」グループの生徒に対してＴ２

が集中して支援することが可能となり、助言やヒントなどの積極的な支援をすることができた。 

●習熟度別ペア学習を取り入れられる授業を熟考し、単元計画の中に位置付けていく必要がある。 

基準を決め

れば簡単だ 

E さんを基準にして求めてごらん 

ヒントカード

(手立て②) 

答えが時間ならば分数

になってもいいんだ 

《目指す生徒像》 

 主体的に課題を解決でき

 る生徒

僕のやり方

と違うな 

答えが自然数に

なるように問題を

つくるぞ 

この問題(答えが分数になりやすい)つくってごらん 

課題が追求できたペアに、新たな視点

を生む課題に取り組ませる(手立て②) 

課題が追求できたペアに、新たな視点

を生む課題に取り組ませる(手立て②) 

ペ
ア
が
つ
く
っ
た
問
題
を
解
く 

特別研修員 算数・数学 天川 学（中学校教諭） 

100を基準 

個人の考えの深まりに応じて３つのグループに分け、

その中でのペア学習を設定する(手立て①) 


